
令和 3年度「尼崎市文化功労賞」被表彰者の決定について 

１ 趣旨 

  この表彰は、市内において文化活動に指導的立場として長年従事され、市民文化の向上に貢献され

た方に対して贈られます。このたび、つぎのとおり被表彰者が決定し、表彰式を実施致します。つき

ましては、是非ご取材いただきますよう、お願い申し上げます。

２ 被表彰者と活動分野 

鷹取 雅泉（たかとり がせん） 書道 

前田 野生子（まえだ のぶこ） 文学（俳句） 

吉野 誠山（よしの せいざん）  その他（吟詠） 

３ 受賞者のご功績 

別紙 1のとおり 

 ４ 被表彰者略歴 

   別紙 2のとおり 

５ 表彰式について 

   日時

   令和 3年 10月 18日（月） 午前 10時 15分から
   場所

   市役所本庁舎 特別会議室（北館２階）

   出席者（予定）

   被表彰者、市長、副市長、議長

   新型コロナウイルス感染拡大防止対策

   会場内では座席間隔、記念撮影時の人同士の間隔を十分に取り、ソーシャルディスタンスを保つ

と共に、式中はマスクの着用を前提とし、記念撮影のみマスクを外して執り行う。

以 上  

令和 3年 10月 13日
所 属 文化振興担当

所属長 松長昌男

電 話 06－6489－6385 



令和３年度「尼崎市文化功労賞」被表彰者 

ご 功 績

尼 崎 市 文 化 功 労 賞

鷹
たか

 取
とり

  雅
が

 泉
せん

伝統ある美しい仮名で、書の魅力の普及活動に邁進され

ている。１９８４（昭和５９）年から３７年にわたり書道塾

を開設され、市内公共施設の講座での指導歴もあり、次世代

を担う師範（指導者）の育成に努めている。

これらの文化活動により、本市の芸術文化に携わる人材

の育成に多大なる貢献をされている。
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俳句作家として活動をされ、１９７９（昭和５４）年に

はその芸術的価値の高い創作活動が認められ尼崎市民芸術

賞を受賞された。その後市内各所で１９８９（平成元）年

から３０年以上にわたる指導歴もあり、俳句協会会長、尼

崎市文芸祭の俳句部門の選者として、新たな才能の発掘と

育成に努めている。

これらの文化活動により、本市の芸術文化に携わる人材

の育成に多大なる貢献をされている。

尼 崎 市 文 化 功 労 賞
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長年にわたり吟詠の活動をされ、全国コンクール等での

実績とともに、市内で１９８１（昭和５６）年から４０年以

上にわたる指導歴もあり、吟詠団体でのリーダーシップの

発揮により、吟詠の普及活動に努めている。

これらの文化活動により、本市の芸術文化に携わる人材

の育成に多大なる貢献をされている。



令和３年度「尼崎市文化功労賞」被表彰者 

略 歴 

鷹取 雅泉（たかとり がせん） 

分野：書道 

【経歴】 

1984 年 自宅で書道塾を開設                        以降、継続 

1992 年 武東会（現在、「泉」）指導               以降、継続 

2001 年 園田公民館塚口南分館「実用の書」短期講座等を指導 

2002 年 園田公民館塚口南分館（現在、塚口南地域学習館）で指導  以降、継続 

2013 年 県展特別賞受賞 

2017 年 読売書法展奨励賞受賞 

2018 年 アルカイックカルチャースクール「細字 暮らしの書」指導 以降、継続 

2021 年 第 75 回 日本書芸院展大賞受賞 

現在、日本書学研究会「一先会」理事、尼崎芸術文化協会会員、尼崎書人会理事、 

   兵庫県書作家協会評議員、読売書法展幹事、日本書芸院二科審査員 

前田 野生子（まえだ のぶこ） 

分野：文学（俳句） 

【経歴】 

1968～78年 俳誌「かつらぎ」推薦作家連続首位 

1979年 尼崎市民芸術賞受賞 

1980年 俳人協会賞受賞 

1989年 園田公民館（園田西生涯学習プラザ）で指導              以降、継続 

1990年 城内公民館（現在サンシビックへ移動）で指導             以降、継続 

1991年 尼崎市文芸祭俳句部門選者                      以降、継続 

2008年 尼崎市文化団体協議会常任理事                    以降、継続 

2016年 兵庫県ともしびの賞受賞 

現在、尼崎俳句協会会長、尼崎市文化団体協議会常任理事、尼崎芸術文化協会会員、 

   俳誌「かつらぎ」特別同人、兵庫県俳句協会理事、俳人協会会員、大阪俳人クラブ会員 

吉野 誠山（よしの せいざん） 

分野：その他（吟詠） 

【経歴】 

1975 年 全国吟詠コンクール各流合吟コンクール（50名/1組） 優勝 

1981 年 杭瀬公民館（現在は中央南生涯学習プラザに移動）で指導      以降、継続 

1983 年 全国吟詠コンクール各流合吟コンクール（50名/1組） 優勝 

2002 年、2005 年、2009 年 日本クラウン主催全国吟詠コンクール決勝大会 準優勝 

2006 年 兵庫県吟詠連盟吟功賞受賞 

2013 年 尼崎吟詠協会副理事長兼事務局長             以降、継続 

尼崎市文化団体協議会会計兼理事 

2016 年、2019 年 愛国詩吟総連盟主催吟詠コンクール（指導者の部）兵庫県代表として出場 入賞 

現在、吟道哲山流興風吟詩会総本部副会長、事務局長、会計部長 


